
21-22 岡山シクロクロス 公式掲示 
 

公式掲示① タイムスケジュールの変更、リザルトの事。 

タイムスケジュールは以下の通りにします。時差スタートがあります。 

CL は別周回管理とします。MTB での参加の方は出走するグループの最後尾と致します。 

表彰式は実施します。各レース終了後、準備整い次第行います。（放送で案内します。） 

リザルトは受付横に掲示、岡山県サイクルスポーツ協議会 Facebook ページに掲載します。 

7：30～11：00   受付 

8：00～8：30   試走 

8：45～8:55   CK1、CK2、CK3（同時スタート） 

9：15～9:45       C3+C4、CL2（C３+C４スタート 30 秒後に CL2 がスタート CL２以外は同じ周回管理） 

10：10～10：40    CM2+CM3、U15（同時スタート） 

10：50～11：20     試走     

11：40～12：20    CM1、CJ、CL1（CM1,CJ スタート 30 秒後に CL1 がスタート。CL１以外は同じ周回管理） 

12：40～13：40    C1、C2（同時スタート） 

 

公式掲示② 自転車本体に関する事 

1. 検車 

1) 検車は行わないので、参加者各自で整備を行う様にお願いします。 

尚、主催者が整備不良と判断した場合は出走を拒否することが出来ます。 

2) C1、C2、CL1、CM1、CJ ではタイヤ幅を招集時に確認する場合があります。 

3) 近年、インターネットで購入し参加される選手が増えてきています。 

整備が全くされていないケースが散見されるので必ず自転車専門店で整備願います。 

4) DH バー、ブルホーンバー、スタンド、前かご、泥よけ等は接触、転倒時に危険を及ぼすので 

取り外す事。（CK は除く） 

２． 車載カメラの規定 

カメラの装着を認めるが以下の点を注意する事。但し取付方法により改善をお願いする場合もある。 

1) カメラの固定は機械的締結（ボルト等）で固定がされている事。 

2) 簡易的な物（マジックテープ等）は認めません。 

3) 固定場所はハンドル部、若しくはサドル部のみとします。 

4) カメラを身体や身体へ身に着ける装備（ヘルメット等）取付ける事は禁止します。 
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公式掲示④ ヘルメットの適切な着用のお願い 

正しくヘルメットを着用できていない選手の方が散見されます。 

レース前に正しくヘルメットを着用できているか？確認をしてください。 

ヘルメット着用方法は下表を参考に正しく着用ください。 

※最近の弊協議会のレースで多い事例 

・あご下のひもが緩すぎる 

→他の大会で転倒時にヘルメットが脱げ死亡事故に繋がった事例あり。 

・耳元の V 字部分が耳下から離れている 

→転倒時に耳下でひもが止まらず、結果ヘルメットが外れかけた状態で転倒。側頭部を強打し出血。 

お子様は保護者の方で対応願う。ベテランでも正しくないケースも散見される。相互確認し正しく着用願う。 

 

 

 

 

OGK KABUTO 様 HP より 



公式掲示⑤ 競技中の運営について 

１． 競技中に使用されるフラッグ（旗）の意味 

事故発生時、レース終了等、選手に情報を伝える為、コース各所にスタッフを配置し、フラッグ（旗）を

掲示します。選手はフラッグの意味を理解し、指示に従ってください。

 
 

２．事故発生時の選手の対応について 

 

 

 転倒したら２次災害の防止を図る 

・転倒、もしくは故障で停止した場合、後続車にひかれる、あるいは後続車を転倒させる等の 

２次 災害事故の増大を防止するよう心掛けてください。  

まず安全確保。転倒したら、状況判断により、安全な所（コース外）にできるだけ早く退避する事。 

・障害物の片づけを弊協議会スタッフと協力して散乱部品のかたづけを素早く行ってください。 

・安全上、走ってくる選手に背中を向けないようにしてください。 

・コース内はヘルメットを脱がない。自分が転倒した所は他の選手も転倒しやすい場所。 

いつ飛び込んで来るか分からない。 コース外に出るまでヘルメットを被ったままで行動をして下さい。 

・自転車の点検をコース内で行わない。安全な場所（コース外）で行ってください。 

競技の中断 

レース中に重大な事故が生じた場合、コーススタッフから「赤旗の掲示」と「競技中止」の声掛けを行う。 

速やかにスピードを落とし、コースを走ってスタート位置で待機をお願いします。 

その後のタイムスケジュールを協議しスタート位置にて周知とします。 

  

チェッカーフラッグ 赤旗
競技終了。 競技の中断。
スタート・フィニッシュで振動で掲示される。 スタート・フィニッシュで振動で掲示される。
周回遅れでも競技は終了となる。 レース中に重大な事故が発生しレース
（次の周回には入れない。） 続行が困難な場合に掲示される。
チェッカーを受けた選手は安全な速度で 選手は低速で最大限の慎重さと注意を
指示された待機場所へ戻ること。 払い、指示された待機場所まで戻り

待機する事。
黄旗 青旗
当該旗の前方のコース上、コースサイドに 後方よりペースの速い選手が接近し
障害物や、その他危険な状態であることを示す。 周回遅れになる可能性が高い場合に
旗は振動で掲示される。 対象となる選手に対し振動で提示される。
選手は、当該場所を通過するまで安全に 当該の選手はコースマーシャルの指示された
通過する様、最大限の慎重さと注意を 場所から速やかにコースから出る事。
払い走行を行う事。又、黄旗から当該場所を ※尚、レース内容によっては使用されない
通過するまで追い越し等は慎む事。 　 場合がある。
※シクロクロスの場合、ピットの出入口にも
   掲示される。

黄旗振動

事故現場 黄旗が掲示された地点から事故現場までの区間は
安全な速度で走行を行う事。

進行方向 事故処理を行っているスタッフ、事故をした選手の
安全を優先する。

×

使用しない 



公式掲示⑥ 救急搬送の場合の選手側の対応 

救急搬送の場合、救急車に同乗する付き添いが必要になる。 

スタッフでの付き添い対応は出来ない。参加者にて対応を決める等の事前準備をお願いする。 

 

公式掲示⑦その他の競技に関する注意事項 

１． アップ場所 

会場周辺の公道を使用した自転車のアップの場合、道交法に合致した自転車と安全に配慮した装備で 

お願いします。（ベル着用は必須。リフレクター、ヘッドライトの装備。ヘルメット着用。） 

2. コース横断 

コースに横断部を設けていますので利用してください。横断時は必ず左右を確認し、 

選手との接触が無い様お願いします。また、選手の方でサポート者、応援者の方へ周知をお願いします。 

３． ライセンス  

コロナ感染対策として提示不要とします。 

4. 表彰 

各クラスレース終了し表彰準備が出来次第おこないます。 

５． ピット 

ピットパスの発行は行わない。また応援のみでの入場はできません。 

６． 試走について 

前日の試走はありません。 

当日の試走ですが、規定時間にコース外から出る様に走行をお願いします。 

（コースのレイアウト上、途中でコース外に出る事が出来ない為。）試走終了時刻の 5 分前に 

コースインしない様にお願いします。 
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公式掲示⑧会場
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公式掲示⑨コロナ感染防止 

参加者、応援者、サポート者の皆様に以下の事項を厳守頂くことを条件に開催しています。厳守ください。 

 

⼿洗い、消毒を︕

飲食時の黙食

ご協⼒をお願い致します︕ 岡山県サイクルスポーツ協議会

コロナ感染防止のお願い

屋内外問わず黙食をお願いします。

不織布マスク着⽤
選手はスタート1分前迄着用。レース後は速やかに着用できる様に務めてください。

応援、サポートの方もマスク着用の徹底をお願いします。


